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▪ 本ガイドの内容は 2023 年 4 月現在の情報であり、本ガイドは、下記の製品（以下「本製品」といいます。）
を説明するものです。

▪ UiPath Studio v2022.10

▪ 本製品、本製品を構成するプログラムまたは本製品が依存しもしくは本製品と連携する外部サービスがアップデー
トまたは修正される等によって、本製品が本ガイドの説明と異なる動作をする、または仕様となる可能性がありま
すので、予めご留意ください。当該アップデートまたは修正等の後に本ガイドが改訂された場合には、当該改訂後
の本ガイドが本製品を説明するものとなります。

▪ 本ガイドに含まれる情報は可能な限り正確を期しておりますが、本ガイドに記載された内容の正確性、充分性等
に関して UiPath株式会社（以下「UiPath」といいます。）は何ら保証していません。従って、本ガイドに含まれ
る情報の利用はお客様の責任においてなされるものであり、UiPathはガイドの内容によってお客様が受けたいか
なる損害に関して何らの補償をするものではございません。

▪ 本ガイドはUiPathを法的に拘束する書類ではありません。UiPathはお客様に通知なくして、本ガイドの内容の一
部または全部を修正およびアップデートできます。

▪ 本ガイドの著作権などの一切の知的財産権は、UiPathまたはその関係会社に帰属します。お客様は UiPathの
書面の承諾なしで本ガイドを複製、修正、頒布、公衆送信等できません。

免責事項
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• UiPath のコア製品について

• インストーラーについて

• ライセンスの種別と、Studio/Robot の構成

• Orchestratorに接続する手順

• Orchestrator 側に Studio/Robot のライセンスを割り当てる手順

• パッケージの操作

• 補足

目次

© 2022 UiPath K.K. 



UiPath のコア製品について
• Studio
• Robot
• Orchestrator



5

UiPath Studio/Robot

© 2022 UiPath K.K. 

UiPath の自動化は、Studio で開発し、Robot で実行します。

自動化プロセス
パッケージ

UiPath RobotUiPath Studio

パブリッシュ

開発 実行

※ Robot のこの設定画面を
Assistant といいます。

開発を完了した自動化プロセスは、Robot で実行します。
• Studio 上でデバッグ実行するよりも、高速に実行できます。
• 作成した自動化を、誤って変更してしまうこともありません。
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Web 画面で
操作

UiPath Orchestrator

© 2022 UiPath K.K. 

Orchestrator は、複数の Studio/Robot マシンを管理するサーバー製品です。オ
ンプレミス環境にインストールして利用することも、SaaSソリューションである
Automation Cloudの機能の一部として利用することもできます。

Unattended Robot

Attended Robot

Studio

Orchestrator

各 Studio/Robot にライセンスを配布したり
ログを集中管理するなどのことが行えます。
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Attended と Unattended は、ソフトウェアとしては完全に同一です。
ライセンスによって、利用方法が制限されることにご注意下さい。

Attended Robot と Unattended Robot

© 2022 UiPath K.K. 

UiPath Robot は、その利用形態によって Attended もしくは Unattended に区
別されます。

Attended Robot

Assistant ウィンドウから
手動で実行開始を指示

Unattended Robot

Attended としての利用に Orchestrator は不要ですが、後で Orchestrator を導入することも容易です。

Orchestrator が
自動で実行開始を指示
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Attended Robot

© 2022 UiPath K.K. 

Studio で開発した自動化は、Orchestrator を介して別の（複数台の）マシンの
Robot に簡単に配布できます。

Orchestrator

ユーザーが
Assistant ウィンドウから

手動で実行開始を指示

UiPath Studio

Attended Robot

自動化を作成 自動化を配布

Attended としての利用に Orchestrator は不要ですが、ライセンスの
アクティベーションや、作成した自動化の配布には Orchestrator が便利です。
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Unattended Robot

© 2022 UiPath K.K. 

Unattended Robot は、Orchestrator からの指示に従い、無人の PC に自動で
ログインして自動化を実行します。

• ユーザーが、実行開始を Web 画面から手動で指示できます。
• スケジュールを構成しておき、自動で実行開始もできます。
• そのほか、さまざまな実行開始トリガーを利用可能です。

Orchestrator

Unattended Robot

無人の PC にログインして
自動化を実行し、ログオフ

自動化の
実行開始を指示

Unattended の利用には、Orchestrator との接続が必須です。
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Studio と Robot の構成

© 2022 UiPath K.K. 

Studio と Robot は、次のいずれかの構成でインストールできます。

A) Studio と Robot の両方を
インストール

B) Robot のみをインストール



インストーラーについて
• インストーラーの入手
• インストーラーの種別
• システム要件の確認
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インストーラーの入手

© 2022 UiPath K.K. 

UiPath Automation Cloudにアカウントを作成し、ログインして下さい。

UiPath Automation Cloud
https://cloud.uipath.com/

• ここから Windows 版のインストーラーを
ダウンロードできます。

• Mac 版などのほかのインストーラーは
Automation Cloud 画面右上 の
「ダウンロード」から「リソースセンター」
を開いてください。

• 「リソースセンター」を有効にするには、
Automation Cloudの［管理］->「ライセン
ス」ページから、 Enterprise 無料評価版を
リクエストします。

https://cloud.uipath.com/
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インストーラーの種別

© 2022 UiPath K.K. 

インストール先の OS に適切なインストーラーを入手して下さい。

※1 v2020.10 までは 32-bit 版のインストーラーのみ利用可能です。
v2023.4  からは 64-bit 版のインストーラーのみ利用可能です。(32-bit 版のインストーラーは廃止されます)

※2 Studio/Robot  32-bit 版がインストール済みの場合も、64-bit 版のインストーラーでバージョンアップできます。
（64-bit 版が利用可能なバージョンは、その 32-bit 版を 64-bit OS  にインストールすることはできません）

※3 複数のインストーラーが利用可能ですが、どれを使っても同じ結果が得られます。
（良いユーザーエクスペリエンスを提供するため、既定のアクティベーション方法のみ異なります）

製品 インストーラー※1 インストール可能な環境

Windows Studio/Robot 32-bit • UiPathStudio-x86.msi※2 • Windows 32-bit
• Windows 64-bit

Windows Studio/Robot 64-bit
• UiPathStudio.msi ※3

• UiPathStudioCloud.msi
• UiPathStudioCommunity.msi

• Windows 64-bit
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システム要件の確認

© 2022 UiPath K.K. 

要件を満たさないマシンにインストールした場合、動作は保証できません。

• UiPath 製品のバージョンにより、製品の要件が異なる場合があります。
• バージョン選定時には、既存マシンのスペックも考慮して下さい。

詳細は下記をご参照下さい。

ハードウェアおよびソフトウェアの要件（Studio）
https://docs.uipath.com/ja/studio/standalone/2022.10/user-guide/hardware-and-software-requirements

ハードウェア要件 ソフトウェア要件

• CPU のコア数とビットネス
• RAM
• ディスク領域

• OS のバージョンとビットネス
• .NET Framework のバージョン
• その他、自動化可能なブラウザーや Citrix 環境などについて

https://docs.uipath.com/ja/studio/standalone/2022.10/user-guide/hardware-and-software-requirements


ライセンスの種別と

Studio/Robot の構成
• ライセンスのアクティベーション方法
• Studio/Robotを Orchestrator に接続する方法
• ユーザーモードとサービスモード
• クイックインストールとカスタムインストール
• インストーラーの使用手順
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ライセンスのアクティベーション方法

© 2022 UiPath K.K. 

Orchestrator への接続の有無により、アクティベーション方法が異なります。

ライセンスの種別
Orchestrator への接続

接続なし 接続あり

Community ライセンス
Studio をクイックインストールし
た場合のみサポートされます。

Orchestrator に接続するだけで、
ライセンスがアクティベーションさ
れます。
（Orchestrator 側にライセンスを
導入しておく必要があります）

Enterprise ライセンス 弊社サポートより、アクティベー
ションキーを入手して下さい。Enterprise トライアルライセンス

※ ライセンスについては、下記をご参照下さい。
https://www.uipath.com/ja/community-blog/knowledge-base/license-update

以降の説明は、 Orchestrator へ接続して Studio/Robot を利用する前提で記載します。

https://www.uipath.com/ja/community-blog/knowledge-base/license-update
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Studio/Robot を Orchestrator に接続する方法

© 2022 UiPath K.K. 

マシンごとに、対話型サインイン認証か、クライアント資格情報のいずれかで接
続して下さい。

接続の用途と手順 対話型サインイン認証 マシンキー認証 クライアント資格情報

Studio/Attended
Robot の接続に

◎ 推奨 △ 非推奨 〇 利用可能

Unattended Robot の
接続に

× 利用不可 △ 非推奨 ◎ 必須

設定手順
• ユーザー情報の登録

のみ

• ユーザー情報の登録
• Orchestrator に追加したマ

シンテンプレートから払い出
したマシンキーをAssistant
に設定

• ユーザー情報の登録
• Orchestrator に追加したマシ

ンテンプレートから払い出し
たクライアントID/シーク
レットをAssistant に設定

接続手順

手動
（ユーザーがブラウザー
でOrchestrator にサイ

ンイン）

自動 自動

※ 適切な接続方法の選択については、Orchestrator 導入ステップバイステップガイドの p.33 をご参照下さい。
https://www.uipath.com/ja/community-blog/knowledge-base/orchestrator-installation-guide

https://www.uipath.com/ja/community-blog/knowledge-base/orchestrator-installation-guide
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Unattended として利用する Robot は、サービスモードでインストールしてクライアント認証情報
を構成する必要があります。

ユーザーモードとサービスモード

© 2022 UiPath K.K. 

インストール時に選択が必要となる、重要なオプションです。

インストール時のオプション

ユーザーモード サービスモード

利用できる認証方法

対話型サインイン※1 〇 利用可能
△ クライアント認証情報を

構成後に利用可能

マシンキーまたは
クライアント資格情報※2 〇 利用可能 ◎ 必須

Assistant の設定変更に
マシンの管理者権限が必要か ※3 不要 必要

Unattended としての利用
（Robot サービスが Windows にログイン）

△非推奨 〇 利用可能

※1 Orchestrator のテナント設定で、対話型サインインを有効にする必要があります。
※2 Orchestrator でマシンテンプレートを作成し、マシンキーまたはクライアント資格情報を払い出して下さい。
※3 Orchestrator 接続設定や、マシンキーまたはクライアント資格情報、ログレベルの設定などについてです。
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クライアントID ではクライアントシークレット（パスワード）も払い出されます。

クライアントシークレットは、払い出した時のみ表示され、以後は確認できません。

マシンキーとクライアント ID の違い

© 2022 UiPath K.K. 

マシンキー認証は、よりセキュアなクライアント資格情報で置換されました。

マシンキー クライアント資格情報

マシンテンプレートから
払い出される内容

マシンキーのみ ID とシークレット（パスワード）

ひとつのマシンテンプレート
から払い出せるキー/資格情

報の数
ひとつだけ

払い出せる ID はひとつだけだが、
そのシークレットは複数を払い出せる

払い出したマシンキー/ID 
の無効化

マシンキーを無効化すると、そのマシ
ンキーで構成された Robot PC はすべ

て OC に接続できなくなる

シークレットごとに無効化できるため
柔軟な運用が可能



20

ユーザーモードとサービスモード

© 2022 UiPath K.K. 

企業（Enterprise）で使用される場合は、サービスモードでのインストールを
お勧めします。

ユーザーモード サービスモード

インストールディレクトリ %LocalAppData%¥Programs 配下 %ProgramFiles% 配下（変更可能）

Studio/Robot を
利用できるユーザー

インストールした人のみ このマシンのすべてのユーザー

インストール時の
ローカル管理者権限

不要 必要

Unattendedとしての利用 不可 可能

ユーザーモードとサービスモードの詳細は、下記を参照して下さい。

https://docs.uipath.com/ja/studio/standalone/2022.10/user-guide/install-studio

https://docs.uipath.com/ja/studio/standalone/2022.10/user-guide/install-studio
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インストーラーの使用手順

© 2022 UiPath K.K. 

インストーラーでは、クイックとカスタムを選択できます。カスタムでは、イン
ストールパッケージを選択できます。

Robot をユーザーモードで
インストールします Robot をサービスモードで

インストールします

Studio と Robot をユーザーモードで
%UserProfile% にインストールします

Studio と Robot をユーザーモードで
%ProgramFiles% にインストールします

詳細設定をクリックすると、サービスモードを選択できます
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旧インストーラーについて（v20.10）

© 2022 UiPath K.K. 

v20.10 以前をクイックインストールするには、UiPathStudioSetup.exe を
カスタムインストールをするには、UiPathStudio.msi を使います。

Robot をユーザーモードで
インストールします

Robot をサービスモードで
インストールします

Studio と Robot をユーザーモードで
%ProgramFiles% にインストールします

詳細設定をクリックすると、サービスモードを選択できます

ここでは、UiPathStudio.msi v20.10 の使い方を示しました。
なお v21.10 では、UiPathStudioSetup.exe は UiPathStudio.msi に統合されました。
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ユーザーモードとサービスモードの切り替え

© 2022 UiPath K.K. 

カスタムでインストールした Studio/Robot であれば、インストール後に
コントロールパネルから切り替えできます。

※ クイックインストールした Studio/Robot のモードを切り替えるには、いちどアンインストールしてからカスタムで
再インストールして下さい。
https://docs.uipath.com/ja/robot/standalone/2022.10/user-guide/nuget-packages-not-accessible-after-
migration

https://docs.uipath.com/ja/robot/standalone/2022.10/user-guide/nuget-packages-not-accessible-after-migration
https://docs.uipath.com/ja/robot/standalone/2022.10/user-guide/nuget-packages-not-accessible-after-migration
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トラブルシューティング

© 2022 UiPath K.K. 

下記WEBガイドをご参照下さい。このページの内容はWEBガイドからの抜粋です。
https://docs.uipath.com/ja/studio/standalone/2022.10/user-guide/about-troubleshooting

よくある問題 原因 対処方法

Studio のステータスバーに
「Robot のエラー」と表示
される。Assistant にプロ
セスリストが表示されない

v2020.04 より、Studio/Assistant を管理者権
限で実行した場合には Robot サービスと通信で
きません。

Studio/Robot を、Robot サービスと同
じ特権レベルで実行します。

自動化プロセスの実行が
遅い？

クイックインストールした場合のインストール
先 %LocalAppData%¥UiPath が信頼されない場
所であるため、ログ出力のたびに Windows 
Defender がログファイルをスキャンします。

Windows の[ウイルスと脅威の防止] 設
定で、%LocalAppData%¥UiPath を除
外します。

ユーザーモードからサービス
モードに切り替えた後、自動
化プロセスを実行できなく
なった

.nuget キャッシュフォルダ内に展開されたファ
イルの所有権が、サービスアカウントになってい
るため読み込むことができません。

.nuget キャッシュフォルダーを削除し
ます。
https://docs.uipath.com/ja/robot/st
andalone/2022.10/user-
guide/nuget-packages-not-
accessible-after-migration

https://docs.uipath.com/ja/studio/standalone/2022.10/user-guide/about-troubleshooting
https://docs.uipath.com/ja/robot/standalone/2022.10/user-guide/nuget-packages-not-accessible-after-migration
https://docs.uipath.com/ja/robot/standalone/2022.10/user-guide/nuget-packages-not-accessible-after-migration
https://docs.uipath.com/ja/robot/standalone/2022.10/user-guide/nuget-packages-not-accessible-after-migration
https://docs.uipath.com/ja/robot/standalone/2022.10/user-guide/nuget-packages-not-accessible-after-migration


Orchestrator に接続する手順
• 対話型サインイン認証
• クライアントID認証

※ Automation Cloud に接続し、モダンフォルダーを使って構成する手順を説明します。
オンプレ版の Orchestrator に接続する手順については、ユーザーガイドをご参照下さい。
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対話型サインイン認証を構成する

© 2022 UiPath K.K. 

当該のユーザーをOrchestrator に登録するだけで構成が完了します。
その後必要に応じ、ユーザへのアクセス権限付与や、Attendedの有効化をします

① ［管理］→［アカウントおよびグループ］で
ユーザーを招待

② Orchestrator の［アクセス権を管理］で
当該のユーザーに適切なロールを付与

③ このユーザーを編集し、Attended を有効化

※ テナントの設定で、対話型サインインを有効にして下さい。
※ ロボットアカウントとは、ユーザーを招待することなく作成できるUnattended 専用のアカウントです。
※ 対話型サインイン認証では、Attended のドメイン¥ユーザー名は使用しません。（無視されます）
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対話型サインイン認証で接続する

© 2022 UiPath K.K. 

Orchestrator に接続することにより、ライセンスをアクティベーションできます。

Studio から接続する場合 Assistant から接続する場合

同じマシンの Studio と Robot は、Orchestrator との接続状態を共有します。

対話型サインインで接続
（サービスモードでは無効）

マシンキーまたは
クライアント資格情報で接続

Orchestrator に接続せず
ライセンスキーでアクティベーション
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クライアント ID 認証を構成する

© 2022 UiPath K.K. 

クライアントID認証で Studio/Robot を Orchestrator に接続する手順です。

① ユーザーの設定で、Robot を有効化

② マシンテンプレートを追加

③ 払い出したクライアントID/シークレットを、Assistant に設定

④ ユーザーを、フォルダーに割り当て

⑤ （Unattended の場合）マシンテンプレートを、フォルダーに割り当て
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①ユーザーの設定で、Robot を有効化

© 2022 UiPath K.K. 

対話型サインイン認証と同じ手順でユーザーを招待してロールを割り当てたら、
このユーザーを編集して Attended もしくは Unattended を有効にして下さい。

このユーザーで Unattended
として利用するには、ここを
有効にして、ドメイン¥ユー
ザー名とパスワードを設定し
て下さい。Robot は、この資
格情報を使ってWindows に
ログインします

※ 当該のユーザーのドメイン名を確認するには、このユーザーで Windows にログインし、コマンドプロンプト
で whoami コマンドを実行します。

このユーザーで
Studio/Attended として
利用するには、ここを有
効にして、ドメイン¥ユー
ザー名を設定して下さい



30

②マシンテンプレートを追加

© 2022 UiPath K.K. 

ひとつのマシンテンプレートで、複数の Studio/Robot マシンを構成できます。

1. 適当な名前をつけて、
マシンテンプレートを
プロビジョニングします ※ 個人用ワークスペースが有効化されていれば、既定で

<お名前>’s workspace という名前のマシンテンプレー
トが作成されます。Studio/Attended 向けには、これを
そのまま使用して下さい。
（この場合、マシンテンプレートの追加は不要です）

2. 作成したマシンテンプレートを開き、クライアントID/
シークレットを払い出します。シークレットを確認できるの
は払い出したときのみです。もし、シークレットを忘れてし
まったら、別のシークレットを払い出すことができます
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③払い出したクライアントID/シークレットを
Assistant に設定

© 2022 UiPath K.K. 

払い出されたクライアントID/シークレットを、Assistant に設定して下さい。

接続の種類を［クライアントID］として
URL とクライアントID/シークレットを入力し、

［接続］をクリックします

ひとつのマシンテンプレートから、複数の
ID/シークレットを払い出せます。

同じ ID/シークレットは、複数の Assistant で共有
できますが、適切な単位で複数の ID を払い出して
おくことをお勧めします。



32

④ユーザーを、フォルダーに割り当て

© 2022 UiPath K.K. 

これにより、このフォルダーにあるプロセスが Assistant で利用可能になります。
また、アセットやキューが Studio で利用可能になります。

「<お名前>’s workspace machine」のマシンテンプレートは、既定で個人用ワークスペースフォルダーに割り当てられています。

［ テナント］の［ フォルダー］画面で当該
のフォルダーを選択して下さい。
［ユーザー］タブでユーザーを割り当てます。
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⑤マシンテンプレートを、フォルダーに割り当て

© 2022 UiPath K.K. 

Unattended として利用する場合には、当該のマシンテンプレートもフォルダー
に割り当てて下さい。このマシンで、プロセスをスケジュール実行できます。

「<お名前>’s workspace machine」のマシンテンプレートは、既定で個人用ワークスペースフォルダーに割り当てられています。

［ テナント］の［ フォルダー］画面で当該
のフォルダーを選択して下さい。
［マシン］タブでマシンテンプレートを割り当てま
す。



Orchestrator 側に Studio/Robot の

ライセンスを割り当てる手順

• 利用できるライセンスの総数を確認
• Studio/Attended に割り当て
• Unattendedに割り当て
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ライセンスの割り当て

© 2022 UiPath K.K. 

オンラインアクティベーションを使う場合は、Orchestrator 側でライセンスを割
り当てておく必要があります。

1. 利用できるライセンスの総数を確認

2. ライセンスを Studio/Attended ユーザーに割り当て

3. ライセンスを Unattended マシンに割り当て
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1. 利用できるライセンスの総数を確認

© 2022 UiPath K.K. 

［テナント］→［ライセンス］で確認できます。

ライセンスが不足する場合は、
ここから追加できます
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2. ライセンスを Studio/Attended ユーザーに
割り当て

© 2022 UiPath K.K. 

当該のユーザーの Attended の設定に、ライセンスを割り当てます。

アクセス権を管理画面から、当該のユーザーを編集し
ライセンスの種類を選択して下さい。
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3. ライセンスを Unattended マシンに割り当て

© 2022 UiPath K.K. 

当該のマシンキーにライセンスを割り当てます。

ひとつのマシンテンプレートで複数の Robot 
マシンを接続できますが、その場合でもここ
にはライセンスを1つだけ割り当てて下さい。
これにより、各マシンに1つずつのライセン
スが割り当てられます。
（高密度ロボット※を構成する場合に、2以上
を割り当てます）

※ 高密度ロボットとは、1台のサーバーOS上で複数の
ロボットを同時に動作させる構成です



パッケージの操作

• パッケージファイルとは
• パッケージファイルの種別・管理
• フィードの構成
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パッケージファイル
• 拡張子が .nupkg のファイル（実は zip 形式で圧縮されたファイル）
• Robot で実行可能
• ファイル名にバージョン番号が付与され、バージョン管理される
• 実行前に unzip され、Robot マシンの

%UserProfile%¥.nuget¥Packages フォルダーに展開される

パッケージファイルとは

© 2022 UiPath K.K. 

UiPath の自動化は、パッケージファイルの形式で Robot マシンに配布されます。
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プロセスパッケージ

• Robot で実行可能な自動化の単位
• この実行には、複数のライブラリが必要
• 必要なライブラリは、プロセスごとに異なる

• 例: 経費精算.1.0.5.nupkg
(↑この名前「経費精算」が、そのまま Assistant に表
示されます)

ライブラリパッケージ
（アクティビティパッケージ）

• 単体では実行できない
• Studio/Robot に既定で同梱されているほか、

多くのライブラリがネットから取得可能
• ユーザーも、Studio で簡単に作成できる

• 例: UiPath.Excel.Activities.2.11.4.nupkg
UiPath.PDF.Activities.3.4.1.nupkg
共通部品.2.0.1.nupkg

パッケージファイルの種別

© 2022 UiPath K.K. 

プロセスとライブラリ（アクティビティ）の2種類があります。
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パッケージファイルの管理

© 2022 UiPath K.K. 

プロセスとライブラリは、それぞれ別のフィードで管理されます。

Orchestrator

プロセスフィード ライブラリフィード

Robot

.nuget キャッシュフォルダー

依存

実行開始

ダウンロード・展開

※ 多くのライブラリも、別のライブラリに依存します。
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Orchestrator 側のフィード

© 2022 UiPath K.K. 

テナント上に、プロセスフィードとライブラリフィードがひとつずつ用意されて
います。

プロセスフィード ライブラリフィード

ホストテナントのライブラリ
フィードを使用することにより、
すべてのテナント共通で使用す
ることもできます。
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プロセスフィードの追加

© 2022 UiPath K.K. 

テナントのプロセスフィードとは別に、フォルダーにもプロセスフィードを付与
できます。

• さまざまなデータを分類して管理するため、
Orchestrator 上にはフォルダーを作成でき
ます。

• フォルダーの作成時に、このフォルダー専用
のプロセスフィードの有無を指定できます。

• フィードつきのフォルダーに割り当てること
ができるのは、そのフィードにあるプロセス
だけです。※

※ 通常の（フィードをもたない）フォルダーには、テナ
ントフィードにあるプロセスを割り当てて下さい。
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Studio/Robot 側のライブラリフィード設定

© 2022 UiPath K.K. 

複数のライブラリフィードを、Studio/Robot 側で構成できます。

• Orchestrator のテナントに、ラ
イブラリ用フィードがひとつ用意
されています。

• そのほか、複数の場所にライブラ
リフィードを構成できます。

• Studio のフィード設定は、
Assistant と共通です。
（Unattended は異なるユーザー
での運用が普通であることにご留
意ください）

（Studio のパッケージ管理画面）
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Robot が実行できるプロセス

© 2022 UiPath K.K. 

下記の場所にあるプロセスが Assistant に表示され、実行可能となります。

※1 テナントにパブリッシュしたプロセスは、フォルダーに割り当てることで実行可能となります。
※2 既定の設定です。UiPath.Settings で変更できます。

https://docs.uipath.com/ja/robot/standalone/2022.10/user-guide/uipathsettings-file-description

Orchestrator との接続 Assistant に表示され、実行できるプロセス

接続あり
この Studio/Robot が割り当てられている

Orchestrator 上のフォルダーに割り当てられた
プロセスパッケージ全て※1

接続なし
この Studio/Robot マシンの下記フォルダーにある

プロセスパッケージ全て
C:¥ProgramData¥UiPath¥Packages※2

https://docs.uipath.com/ja/robot/standalone/2022.10/user-guide/uipathsettings-file-description


補足

• 主なディレクトリ・設定ファイル
• バージョンアップに係るパッケージ管理
• プロジェクトの対応OS
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補足: 主なディレクトリ

© 2022 UiPath K.K. 

Studio/Robot の主なディレクトリを列挙します。

用途 ディレクトリ

インストールディレクトリ
ユーザーモード: %LocalAppData%¥Programs
サービスモード: %ProgramFiles% もしくは指定したディレクトリ

製品に同梱のアクティビティパッケージ
（既定のローカルフィード）

インストールディレクトリ配下の Studio¥Packages

パッケージファイルの展開先
（nuget キャッシュ）

%UserProfile%¥.nuget¥packages

オフライン時のプロセスパッケージ
（既定のパブリッシュ先）

C:¥ProgramData¥UiPath¥Packages

プロジェクトを保存する既定の場所 %UserProfile%¥Documents¥UiPath

ログファイルの出力先 %LocalAppData%¥UiPath¥Logs

※ インストールディレクトリ以外は、クイックインストールとカスタムインストールで共通です。
※ プロジェクトフォルダーは、定期的にバックアップして下さい。Git で管理することをお勧めします。
※ Orchestrator に接続している場合、ロボットの実行ログは Orchestrator にも送信されます。
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補足: 主な設定ファイル

© 2022 UiPath K.K. 

Studio/Robot の主な設定ファイルを列挙します。

設定 ファイル名

自動化プロセスの実行ログ NLog.config

Studio のログ Studio.NLog.config

NuGet フィード NuGet.config

プロキシ設定、対話型サインイン URL など uipath.config

※ インストールディレクトリ以外の場所は、クイックインストールとカスタムインストールで共通です。
※ プロジェクトフォルダーは、定期的にバックアップして下さい。Git で管理することをお勧めします。
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• 既存のプロセスパッケージは、そのままで新しいバージョンの Robot で実行できます。
新しい Studio でパブリッシュし直す必要はありません。

• Studio 環境で利用可能なライブラリと、既存のプロセスで利用中のライブラリが、すべて
Robot 環境のフィードに配置され利用可能となるように留意して下さい。

• 既存のプロセスが使用しているライブラリは、その必要がない限りは新しいバージョンに変更し
ないで下さい。変更した場合は、そのプロセスの動作を再テストして下さい。

パッケージ管理の詳細については、下記をご参照下さい。

パッケージの管理方法について

https://www.uipath.com/ja/community-blog/knowledge-base/how-to-manage-packages

補足: バージョンアップに係るパッケージ管理

© 2022 UiPath K.K. 

既存のプロセスパッケージと、アクティビティ/ライブラリパッケージの管理を示
します。

https://www.uipath.com/ja/community-blog/knowledge-base/how-to-manage-packages
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補足: プロジェクトの対応OS

© 2022 UiPath K.K. 

Studio 21.10以降では、新規プロジェクト作成時に対応OSを選択できるようにな
りました。プロセスとライブラリで、揃っている必要があることにご注意下さい。

対応OS 説明

Windows –
レガシ

• .NET 4.6.1
• 32-bit（Windows 32bit/64bit 上で実行可能）
• コンパイルされない
• 任意のバージョンの Robot で実行可能

Windows

• .NET 5 or 6
• 64-bit（Windows 64bit 上で実行可能）
• パブリッシュ時にコンパイルされ、高速で実行される
• Robot 21.10 以降でのみ実行可能

クロス
プラット
フォーム

• .NET 5 (クロスプラットフォーム対応)
• 64-bit (Windows/Linux 64bit 上で実行可能)
• パブリッシュ時にコンパイルされ、高速で実行される
• Robot 21.10 以降でのみ実行可



© 2022 UiPath K.K. 
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